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「ボリンジャーバンドの検索を極める②」
JP法研究会 富士栄

前回、６月号の続きです。

■ボリンジャーバンドのくびれを検索

＋バンドが下から上を向き、－バンドが上から下を向く。大げさにいうとラッパの形に
なる初日を捉える方法です。

この設定で、くびれの初日を捉えてきます。
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７／１２ 日経平均採用銘柄では下記の２０銘柄が合格してきました。

拡大しないと見にくいですが、＋バンドは下向きから上向きへ（Ｖ字）、
－バンドは上向きから下向きへ（逆Ｖ字）となっています。
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■ボリンジャーバンドの収れんを検索

過去において拡がっていたボリンジャーバンドが、狭くなってきている銘柄をスクリー
ニングする設定です。

「動意付いていた値動きが、だんだん動かなくなってきた」という事になります。

過去６０日間の一番拡がっている日（１００％）から現在、２０％以内にまで狭まって
きているという設定です。
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７／１２ 日経平均採用銘柄では下記の３銘柄が合格してきました。

このように拡がっていたボリンジャーバンドが狭くなっています。

２回に渡って解説してきましたが、これらの事を組み合わせるとより複雑なスクリーニ
ングが出来ることでしょう。

また書籍、サイトなどに載っている手法が通用するか？ということも分かる事と思いま
す。
例えば、株価が横に這ってくると、ボリンジャーバンド自体も収れんしてきますが、「く
びれ」も頻繁に発生してしまいます。「くびれ」たと思ったらまた狭くなったという現
象です。

よって、「くびれ」た銘柄はユーザー銘柄管理へセットしておき、翌日以降は、株価が
ボリンジャーバンドを抜けた、また抜け続けているといった２段階の検索が必要になっ
てきます。

今回この検索で出来ないスクリーニング方法がありましたら、順次「ＪＰ２０００」ソ
フトへ追加していく予定です。
※「ＪＰ２０００」ソフトへの組み込みは、基本的に無料です。

何かご要望がありましたら、ご連絡下さいませ。


